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～地域に開かれた農業を目指す～

やまがた
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《実質化に向け出されたアイデアの種》

これらの話し合いで出されたたくさんのアイデアの種を
元に、意見を整理しまとめていきます。

朝日町農業委員会は、令和３年１１月２日（火）に第２回目
の「人・農地プランの実質化」の座談会を開催しました。
第１回は「夢を語る座談会」を開催し、参加者が持つ想い
や取り組みたいことを共有しました。
第２回では、いよいよ実質化にむけ、前向きな雰囲気を
継続しながら「北部地区における１０年後の農地利用」に
ついてアンケート結果や地図を活用しながら具体的な話
し合いを行いました。
今回は、新たな試みとして「水田・畑や樹園地・人」と項目
を分けてアイデア出しを実施。それにより、参加者からは
より具体的なアイデアが出され、また、複数の項目のアイ
デアをかけ合わせることにより、また新しいアイデアの種
が生まれていました！

○「大谷米（OTANI）」のブランド化で北部の米農
家を増やし休耕田を減らすプロジェクト‼

○フルーツグランピングキャンプ場をつくって新規
就農者用の圃場整備、アップル商品開発

○農閑期の労働力提供（将来地域づくり事業協同組
合）と新規就農者の受入（増加）

○樹園地の基盤整備が必要
などなど



山形県農業会議では、「やまがた地域の農地を活かし、担い手を応援する活動～れいわネクストアク
ション～」で、農業ファシリテーターの養成等、農業委員会の活動を伴走支援しています！

詳しくは山形県農業会議HPをご覧下さい http://www.yca.or.jp/
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やまがたの人・農地プラン「実質化」そして「実行」へ・・・

～農業ファシリテーターとは「地域に開かれた農業の推進を担う人」のこと～

農業の課題は農業者だけでの解決は難しく、また、地域の課題も地域だけでは解決が難しくなってきてい
ます。「農業者」と「地域住民」が一緒になって、「課題」について話し合っていくために、ファシリテーターの
「対話のスキル」だけでなく、「まちづくりのスキル」も身に付けた人のことを「農業ファシリテーター」といい
ます。山形県では、現在17名が、農業ファシリテーターの資格を取得しています。
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